
２ 計画の目的

２－１ 都市に求められる役割
２－２ SDGｓにおける位置づけ
２－３ 計画の目的、期間
２－４ 計画策定のプロセス（使う人→計画）

６ 資料

６－１ 歩行空間・交差点・ウォーカブルなストリートのイメージ
６－２ 福山駅周辺の整備イメージ
６－３ これまでの成果
６－４ これからの目標値

３ エリア価値を高める戦略

３－１ 福山駅周辺の現状と課題
３－２ 福山駅周辺の再生がめざすもの

・エリア価値を高める経済循環
３－３ 将来の都市構造
３－４ ウォーカブルなまちづくり

・居心地が良く歩きたくなるパブリック空間
・多様な分野の施策との連携
・空間を一体的に捉える

３－５ 拠点とウォーカブルエリアの設定
３－６ ウォーカブルな駅周辺の実現プロセス
３－７ 主要な歩行者・車両動線のイメージ
３－８ 事業の実施プロセス

４ エリアビジョンとプロジェクト

４－１ ４つのエリアビジョン
４－２ 福山駅周辺のエリアビジョン
４－３ 伏見町周辺のエリアビジョン
４－４ 三之丸町周辺のエリアビジョン
４－５ 中央公園周辺のエリアビジョン

５ プロジェクトを進めるための視点

５－１ 官民連携
５－２ 民間と行政の役割

１ はじめに

１－１ めざす福山駅前の姿
“働く、住む、にぎわい”が一体となった福山駅前

１－２ 市域一体、備後圏域全体の発展
・市域全体の一体的で持続可能な発展
・広域エリアへの波及
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【現行】福山駅周辺エリアの価値を高める戦略



働く・住む・にぎわいが一体となった福山駅前

福山の伝統と柔軟なアイ
ディアが出会うビジネス

の拠点づくり

新しいライフスタイルの
実現

福山城などを活用した
にぎわいの創出

ヒト・モノ・カネの活発
な交流を支える交通環境

の充実

地域づくり
人づくり

戦略的な情報発信
福山駅前再
生ビジョン
6つの柱

取

組

都市型産業の集積

イノベーションなどを
生み出す好循環システム

の構築

新しい働き方の推進

若者や女性の就業・
創業支援

遊休不動産を活用した
ビジネスモデルの構築

福山らしいコンテンツの
創出と集積

ICT、IoT、AIなどを活用した
次世代インフラの構築

新しい働き方の推進

交流機会の創出

市民の居場所づくり

グリーンインフラの
整備・活用による

CO2削減

福山城を始めとした
歴史的な資産の活用

美術館や博物館、文学館
などの活用

ばらや緑を生かした
憩いの空間づくり

市民参画による福山城
公園や中央公園の活用

観光客や買い物客など
他都市からの集客の向上

エリアプロデュースと
エリアマネジメントの推進

駅前広場を起点に
回遊できる動線の強化

自動運転など
スマートモビリティによる
移動しやすい環境づくり

駐車場・駐輪場の
適切な配置

駅周辺から市全体への
周遊を促進する
公共交通の再構築

エリア価値を高めること
ができる人材の育成と

仕組みづくり

外国籍の人が活動
しやすい環境づくり

防災性と持続性を備えた
都市インフラの再構築

エリアプロデュースと
エリアマネジメントの推進

コミュニティの再構築

駅周辺と周辺地域の
取組・ノウハウの共有

市民目線による
情報の発信

特定の層に向けた
効果的な情報の発信

斬新なトレンドを
生み出す活動の発信

体験を通じた情報発信

地域資源を活用した
取組の発信

駅周辺のイメージの構築
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【更新】福山駅周辺エリアの価値を高める戦略


